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かなり極端に pH値の異なる次の3種類の樹脂を用いた｡ また,必要に応じて縮合度, モ
ル比などを変化させてその反応性を考察した｡
(1)アルカリ性樹脂 (水溶液)
フェノ-ル ･.ホルマリソ :苛性ソーダのモル比 1:2:0.3で 85oC,90分間反応させたもの｡
pH13.200
(2)中性樹脂 (メタノール溶液)























3. 実 験 結 果
木粉の可塑性ならびに硬質板の材質に与えるフェノール樹脂含有量の影響を尿素樹脂と比較
した｡
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cm 2 で圧縮した場合の熱プレス中の木粉の圧縮経過を示したもので, 含脂率によって木粉 の
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Fig･5は酸性 (pH l以下) ･中性 (pH7･0)･アルカリ性 (pH13.2)の各樹脂を10%混
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いて検討し, 低粘度の初期縮合物 (粘度 20-60C.p.)では1-2核体のメチロールフェノー
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後藤6) らはモル比 1:1-1:1.5で合成したアルカ1)性フェノール樹脂が木材の Dimensional
Stabilityに最も良好な効果を与えると述べ,合板などの接着剤では1:2程度のモル比が適正
とされている｡


































500､ - - JL-●-.
ocL'dre5in










? ? ? ? ? ?
? ? ?
? ? ? ?
?
?












































? ? ? ? ?




? ? ? ?? ? ?










































二二 二､ ､- こ =
o waterobsorpiLlon
＼一 〇_


























?? ? ?? ? ?
● ∫∫%
o /.0為


























































(2)PFL樹脂･･････PF樹脂と洞 -処方のフェノール ･ホルマリン混合液に対 し, 重量比で
1:0.6のリグニンを混合し,800-90oCで約60分間共縮合させたもの｡ノ
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まず, アルカリ性フェノ-ル樹脂の合成過琴より4種類 の粘 度段階 (33,81,180および
400C.p.)の初期化合物 をとり出し, 竹中4)らのペ-パ- クロマ ト法によって各樹脂の組
= 成分を測定した｡樹脂の粘度と組成分正関する詳細離 り報において報告するが,粘度 33C.p.
監≡の初期 化合 物 では 2,4,6Trimethylolphenol,2,4Dimethylol phenol,4methylol
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